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；MHI担当部位

船内保管室

船内実験室

（JAXA提供）

◆当社は、２つのISS構成要素の開発を担当

①きぼう（JEM) ②こうのとり（HTV)
ISS:International Space Station

JEM:Japanese Experiment Module

CAM:Centrifuge Accomodation Module

HTV:H-Ⅱ Transfer Vehicle

1. ISSの建設と運用

ISS計画の産業界への波及効果

技術基盤
◆新しい要素技術（有人宇宙技術）の獲得
◆世界標準の設計手法
（システムズエンジニアリング等）の獲得
◆グローバルな人材育成

産業基盤

・きぼう：約650社
・こうのとり：約400社

◆ISSへの参画を通じて、技術基盤、産業基盤が培われた
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1. ISSの建設と運用

HTV-Xとその波及性・運用性

◆HTV-Xによる2021年以降のISS延長への参加

・産業基盤維持の為のベースロード

・ISS後の国際宇宙探査での主要なポジション確保 = ブランドイメージ

◆将来への波及効果が高い技術を盛り込んだHTV-Xの開発

②
③

③

・技術基盤維持･底上げ
- 技術のフロンティア開拓
- 人材の育成

・国際プレゼンス、ブランドイメージ維持・向上

次世代での産業競争力

【技術実証ミッションの候補】
- 自動ドッキング
- 非協力物体へのランデブ機能
-与圧モジュールECLSS化

月有人ステーション用補給機
月有人ステーション与圧モジュール 等

月航法

※） 68th International Astronautical Congress, (IAC-17- D2.4.1)
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2. 国際宇宙探査に向けての取組みと展望

日本の計画 － 国際有人宇宙探査に向けて

文部科学省国際宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ・国際宇宙探査小委員会でのJAXA資料より, June 28, 2017
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/071/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2
017/07/10/1387901_1.pdf

宇宙基本計画工程表（平成29年度改訂）（案）
宇宙開発戦略本部第16回会合 資料３より
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2. 国際宇宙探査に向けての取組みと展望

民間の取組み

JAXAホームページより

国際宇宙探査協働グループ (ISECG)

(*1) International Space Exploration Coordination Group

無人探査・有人探査

国際宇宙ステーション
(ISS)

無人探査・有人探査

国際宇宙探査協働ｸﾞﾙｰﾌﾟ“ISECG”(*1)が共同検討す
る宇宙探査計画に対して、

は、各国宇宙機関へ探査構想を

提案、また、その検討を支援。

提案・支援

4社チーム
結成

2009

Astrium-ST,
LMSSC, 
ENERGIA,
MHI

2010

産業界からの

自主提案

2012

7社チーム
へ発展 4社に加えて

Boeing,
MDA, 
Thales Alenia

2014

ISECGと
合同協議

・・・

提案の

Update
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2. 国際宇宙探査に向けての取組みと展望

ICMチームでの提案活動

L2

“Lunar Farside Outpost ミッション”を提案
（2010年）

地球-月のﾗｸﾞﾗﾝｼﾞｭ点L2に有人宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ建築
Orion、新型ｿﾕｰｽﾞ、ATV発展型、HTV発展型の活用
ISS技術の適用・発展と国際ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ維持
月面（裏）探査のﾘｱﾙﾀｲﾑ支援

火星、太陽系探査に向けた技術実証

【宇宙ｽﾃｰｼｮﾝの例】Lunar Farside Outpost

国際宇宙探査ロードマップ第2版（2013年）
での“長期滞在有人ミッション”へ

＜4社チーム（当時）の検討＞
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Space in MHI Business

2017.10.27Rover Image Courtesy MDA
Other artwork Lockheed Martin 

国際宇宙探査
Global Exploration

＜7社チームでの検討＞
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<月面原子炉/SSPS>
月面ｲﾝﾌﾗへの常時給電

<宇宙港>
月面基地の玄関口

<推薬ﾌﾟﾗﾝﾄ>
燃料製造

<ﾏｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ>
物資高効率輸送

<輸送機>
地球/月輸送増大

<与圧ﾛｰﾊﾞｰ>
月面有人観測拡大

<有人ﾓｼﾞｭｰﾙ>
滞在人口増加

2. 国際宇宙探査に向けての取組みと展望

有人月面探査構想
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3. まとめ

ＩＳＳ計画に参画することで得られた①産業基盤 ②技術基盤、等を維持・発
展させる観点から、国際宇宙探査計画で我が国が枢要なポジションを占めて
いくために、優位性や波及効果が見込まれる分野への参画、関連技術獲得

◆期待

66th 
International 
Astronautical
Congress, 
October 12-16, 
2015, 
Jerusalem, 
Israel (IAC-15-
C4.1.8)

【着陸機での例】
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3. まとめ

◆期待
有人月面探査で必要となるアーキテクチャや関連技術は、地球上の生活への
波及効果も期待される。
⇒ 全体のシステム作り（インフラストラクチャ）として国・政府機関の主導的
開発・整備に期待

（例）
放射線防護技術

の獲得

パワーアシストスーツ
（ＰＡＳ）

双腕クローラロボット
（MHI-MEISTeRⅡ）

（例）
Reusable Energy

の創出

地球

月

地球

既存の地上・宇宙技術を有
人月面活動で活用

有人月面活動で必要とな
る技術を地球に応用




